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新専攻長より専攻長交代のご挨拶
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　私は2011年度から2012年度にかけて専攻長を務めており、この度の就任は２度目に当たります。思い返せば前回の就
任時も前任の村藤専攻長から業務を引き継いでおりますので、QBSの沿革をご存知の方々には、専攻長という職位が恰も
就任可能な教員間での持ち回りによって維持されているかのように見えるかも知れません。しかし、もとより就任可能な教員
ならば誰でもQBSの運営がルーティンの引き継ぎのみで立ち行くほど容易いものではないことを承知しているため、持ち回り
という慣行が成立する余地などありません。それは、この職位を引き受けるに当たっては、何度目であれ、全く新しい覚悟が
必要になるということを意味しています。
　ルーティンの役割は、進化経済学や組織論の領域では、しばしば組織の生存にとって有用な情報を伝達する遺伝子の
機能に擬えられてきました。実際、設立後16年間に亘る教育実践を積み重ねる過程で、QBSの教員組織の中にも業務効
率に寄与する遺伝子のようなルーティンが形成されてきたことは確かです。しかし、そのような遺伝情報は、激変する環境の
下では、却って組織を危機に追い遣ることがあります。そうした環境変化に伴う危機を乗り越えるため、組織は自己変革に
よって進化を遂げなければなりません。

　現今の企業は、不確実性が高まる世界情勢やAI等の技術革新への対応を迫られています。そして、そうした課題を担える経営人材の育成に対するニー
ズの高まりが、QBSが直面している重大な環境変化に他なりません。この環境変化の中でQBSが新たな進化を遂げられるよう、在学生との緊密なコラボ
レーションを推進してまいりたいと思います。

QBS大学説明会のご案内

QAN便り
　平成から令和へ。新元号が掲げられた4月1日、QANは一般社団法人格を取得。伊都キャンパス
のQBS支援室内に事務局を開設し、新しい歩みを開始しました。今期の活動方針は“Reborn”、任
意団体時代の事業を引き継ぎ、あるべき姿を目指して進化します。今期の重点的な活動項目は次の
通りです。①QANアワード2020②Qloth③戦略的総務④バナー広告⑤法人化記念イベント⑥
Youtubeチャンネルの開設⑦HR社との提携⑧広報の実施。加えて組織を構成する重要な要素で
ある代議員の選出を行います。定款では全ての期から選出することを想定しています。予てから
QBSとQANは車の両輪であると言ってきましたが、組織として動ける体制が整いつつあることに興
奮しています。厳しい冬に耐え、春に咲き誇る梅の花の様に、QAN会員の一人一人が大輪の花を
咲かせる一助になることを願ってやみません。 QＡＮ会長　寺松 一寿（4期生）

平成30年度福北交流懇談会
　2019年2月22日（金）、リーガロイヤルホテル小倉で「平成30年度福北交流懇談会」が開催さ
れました。福北交流懇談会は、福北交流の一環で北九州と福岡両地区を拠点とする経済人の
交流と連携を通じて、北部九州から九州全域、日本、アジアを見据えた産業・経済の発展と活
力ある社会づくりにつなげる会です。福岡産業振興協議会のご厚意で、九州大学ビジネス・ス
クール（QBS）・北九州市立大学ビジネススクール（K2BS）も参加させていただいており、毎年、
両校によるビジネスコンペにて日頃の勉強の成果を競っています。今回は「海外との経済交流
促進に資するアイデア」をテーマにQBS１６期生の有志が集まり「外国人労働者×ブロックチェー
ン新たな海外経済圏ビジネス」と題して、今後増え続ける外国人労働者をターゲットに、新たな

ビジネスモデルをプレゼンし、見事勝利しました。審
査員である会場の経営者の皆さまや両校の教授
陣からは、とても有意義なフィードバックを頂き、それ
ぞれのビジネスプランについて理解を深めることが
できました。また、その後の交流懇談会では福岡・
北九州を代表する経済人と、QBS・K2BSの学生と
で交流が行われ、盛況のうちに閉会を迎えました。

根本 紘実（16期生）

第17期生入学式
　平成31年4月6日（土）13時より九州大学大学院経
済学府産業マネジメント専攻入学式が椎木講堂大
会議室にて行われました。44名の入学生がいささか
緊張の面持ちで会場に入り、岩田健治経済学府長
の挨拶の後、九州経済連合会常務理事事務局長で
あられます平井彰様よりの祝辞に聞き入っていまし
た。その後記念集合写真の撮影あと2時間半にわた
り、教員とクラス担任の紹介を初めとして九州大学に
関する様々な説明が行われました。 

　私がQBSを志望した動機は、目まぐるしく変化する
現代社会において、まちで働き、まちで暮らす人々、そ

して地元で活躍する企業をしっかりと支援することができる公務員に
なるべく、自らの力量を高めたいと考えたからです。QBSには様々な
分野で活躍する社会人が高い志を持って学びに集まっています。日々
の講義の中で得られる先生方からのハイレベルな知識や知見に加
え、ともに学ぶ学生の各現場での経験や意見を聞くことができるな
ど、ここでなければ絶対に手にすることができない素晴らしい時間を
過ごしています。
　QBSに入学して早１年が過ぎましたが、私自身、自らの変化と成長
を感じています。今はここで学んだ知識や経験をどのように自分の仕
事に生かしていくのか、心から自身への期待と自らの使命を感じてい
るところです。これからも先生方や同期の仲間をはじめ、諸先輩の皆
様とのつながりを大切に、福岡を、そして九州を盛り上げる一翼を担え
るようさらに励みたいと思います。

全 智恵さん（16期生） 米澤 隆司さん（16期生）
所属▶福岡県後期高齢者医療広域連合、
　　  直方市役所　以前、私は日系韓国企業に勤務していましたが、文

化の相違で意見がまとまらず、仕事の調整が上手くで
きない場面が多々あり、日本企業の職業概念やどのよ

うなコミュニケーション方法で企業活動を行っているのかの理解を深
め、日韓ビジネスをより活性化させる役割を果たしたいと思いQBSに
入学しました。
　QBSは留学生にとって特別な環境です。多様な業界経験やバック
グラウンドを持つ学生さんと一緒に授業を受ける環境そのものが良い
刺激になる上に、リアルな経験談を聞くことで普段は思いつかなかっ
たところまで視野を広げることができます。実務で活かせる校内活動
も多くあるので積極的に参加しながら、授業で学んだ知識を確かめ、
皆さんと意見を交えることで日本人のビジネス思考がより深く理解で
きます。
　職場ではメーカーの国際ビジネス部門に携わっていたので、生産管
理、国際ロジスティックス、管理会計といった授業を受けながら、実務
で経験したことを体系的に深めています。ゼミに在籍しているので海
外拠点の責任者を想定して、いかに望ましい社内ガバナンスを行うか
を掘り下げています。

編集発行／九州大学ビジネス・スクール
担　　当／QBS支援室
住　　所／〒819-0395 福岡市西区元岡744
電　　話／092-802-5558
メールアドレス／bs@econ.kyushu-u.ac.jp

●九州大学ビジネス・スクールに関するお問い合わせ
〒819-0395 福岡市西区元岡744
九州大学人文社会科学系事務部教務課教務第二係
（経済学府担当）
TEL.092-802-6369
ホームページ http://qbs.kyushu-u.ac.jp/
　  facebook.com/QBS.MBA

在校生紹介

出願期間／令和元年9月24日（火）～10月1日（火）
募集人員／45名（特別選抜 若干名含む）
選抜方法／書類審査（第1次試験）・口頭試問ほか
第2次試験期日／令和元年11月2日（土）・3日（日）

入学試験について詳しくはホームページをご覧下さい

九州大学ビジネス・スクール〈MBA課程〉
2020年4月入学生（18期生） 募集のお知らせ ～一般選抜～

■大学説明会（福岡）
　日時：8月7日（水）19:00～21:05
　場所：JR博多シティ10階　大会議室
　模擬講義：高田 仁 教授「ビジネスモデル」

■大学説明会（熊本）
　日時：8月19日（月）19:00～21:00
　場所：くまもと県民交流館パレア　会議室7
　模擬講義：平野 琢 講師
　　　　　 「企業における社会的責任（CSR）」

■オープンキャンパス（入試説明会：福岡）
　日時：9月7日（土）17:00～19:05
　場所：伊都キャンパス　イースト2号館E-109
　模擬講義：岩下 仁 講師「マーケティング戦略」

ホームページ ▶ http://qbs.kyushu-u.ac.jp/
◎ホームページからも募集要項のダウンロードができます◎

　九州大学ビジネス・スクール（QBS）では2020年4月入学希望者のための大学説
明会／入試説明会を下記の通り開催いたします。各会場ではQBSの概要説明の
他、教員による「模擬講義」や「学生の声を聞く」と題して、社会人学生である修了
生・在校生の仕事と学業の両立、QBSに入学することのメリット等の体験談を聞くこ
との出来るプログラムをご準備しております。
　ぜひこの機会にQBSでの学びに触れてみませんか。皆様のご参加を心よりお待
ちいたしております。
　※今年度のオープンキャンパス(入試説明会)は、9月7日(土)伊都キャンパス（イー

スト2号館E-109）にて行います。

　参加ご希望の方は、参加希望説明会名・氏名（ふりがな）、連
絡先（自宅または勤務先住所）、電話番号、メールアドレスを明
記の上、ビジネス・スクール支援室宛にE-Mailまたはファックスに
てお申し込みください。

申込先 ： 九州大学ビジネス・スクール支援室
E-Mail:qbs@econ.kyushu-u.ac.jp
ファックス：092-802-5559

専攻長　永田  晃也

 



修了生紹介

進藤 寛修さん（14期生）
所属▶パナソニック株式会社

　私は、入社1年目で初めて業務を担当したときに、自身の力不
足を痛感してQBS受験を決意しました。始めは、経営者や管理職
の方もいらっしゃる中、対等に議論できるのか不安を抱いており

ましたが、自分なりにきちんと考え抜いた上で、意見とその根拠を持って授業にのぞ
めば議論できることがわかり、講義が進むにつれて自信をもって自分の意見を伝え
られるようになりました。また、私の場合は、実践的知識以上に、人的ネットワークを
構築できたことに価値を感じています。業界や職種、職位は異なりますが、利害関係
のない本音で語り合える仲間の存在が、独学では決して得ることのできないQBSで
学ぶ最大の魅力だと思います。現在、入社時の大きな目標だった海外駐在（クアラ
ルンプール）を実現することができましたが、今後もグローバルな環境に身を置き、
QBSが掲げる「世界で通用するビジネス・プロフェショナル」になれるよう邁進してま
いります。

藤井 智美さん（15期生）
所属▶株式会社テノ.サポート

　「人は知っている範囲でしか悩まない。」これは同期生から教え
てもらった言葉だが、QBSはこの範囲を何倍にも広げることがで
きる場である。

　九州大学はご存知の通り総合大学であるが故、多分野に渡り学習する機会があ
る。その為、自分の専門性をどの分野で極めていくのかを考え、学びに取り組む必要
性があると、星野教授に助言をいただいた。同期生は、すでに各分野のプロである
方が多く、43人90色ほどの濃い同期生の方々のお陰で、学びを深めることができた。
　プロジェクト演習では、自身が考える課題に対し、何らかのエビデンスを基に自分
なりの解を追求していくことの重要性を学んだ。永田教授から、「一生研究は続いて
いく」ことを学び、日々感じる問題意識が生活の中に埋没しないよう心がけている。
　私自身は、この２年間の学びを通じて、女性の働き方支援の分野で専門性を極
めたいと考え、この夏転職を決めた。QBSで学んだ経営知識や考え方を仕事に応
用したい。

News Letter
Kyushu University Business School

　2019年3月3日に第３回MBA成長戦略フォーラムを執り行いました。本フォーラム
では『QBSで得られた経験や成長』、『卒業後の活躍』に焦点をあて、在校生８名と
卒業生２名による９つもの貴重な発表をしていただきました。当日は80名ものご参
加をいただき、特に17期生から多くの積極的なご質問やコメントを頂戴しました。
またフォーラム終了後の懇親会では、多種多様なバックグラウンドを持つ在校生と
卒業生による活発な意見交換や情報の共有が行われており、QBSでの学びが実
社会でどのように活きているかインスピレーションを受けるだけで無く、同じ経験
や苦楽を理解する同門の「絆」を強く感じさせるコミュニケーションの場となりまし
た。本フォーラムを通じてこの絆がより強くなり、世の中に新たな価値を生み出す
きっかけとなれば幸いです。 アンスコム飯野　世寛ジョン（16期生）

第３回MBA成長フォーラム

松永正樹准教授着任のご挨拶

第15期生修了式

　はじめまして。今年度より着任しました
松永正樹と申します。QBSでは「組織行
動」及び「リーダーシップ論」を担当しま
す。授業では、スタディグループ等、受講生
同士の交流と学び合いが生まれる環境を
整えて参ります。
　組織のなかで人がみせる行動及びその
背景にある心理にはどのような構造が存

在するのか、望ましい行動や思考を導くためにはどのようなリーダー
シップが有効なのか、そして、これらの知識を実務において活用す
るためには何を考慮すべきか。自分がこれまで培ってきた学術研究
の知見に加え、コンサルティングやベンチャー企業で得た経験もご
共有しながら、QBS受講生の皆様とともに、これらの問いを考えて
いけることを楽しみにしています。どうぞよろしくお願いいたします。

荒木啓充助教授着任のご挨拶
　みなさま、はじめまして。「新産業創出・
バイオアントレプレナーシップ」の講義を
担当することになりました、荒木です（講
義は来年度開講予定）。これまで、製薬会
社、バイオベンチャー、大学で遺伝子解析
の研究に携わってきました。OECDの試算
では、2030年には約200兆円の市場規模
になると予想されるバイオ産業は、地球温

暖化、食糧不足、エネルギー問題、高齢化社会、個別化医療等、地
球規模の社会課題に直結しています。また、近年の傾向としては、
様々な非バイオ企業がバイオ産業に進出しています。QBSでも多様
なバックグラウンドを持つみなさんとバイオを通じた新たな価値創
造について、熱い議論をしていきたいと思います。どうぞよろしくお
願いします。

　平成31年３月23日（土）15時より九州大学大学院経済学府産業マネジメント専
攻修了式が、伊都キャンパス椎木講堂大会議室にて執り行われました。
　村藤功専攻長の開会の辞に続き、磯谷明徳経済学府長の挨拶の後、イフジ産
業株式会社取締役創業社会長であられる藤井徳雄様より来賓の祝辞をいただき
ました。本年度は38名の修了生（１名欠席）が学府長より学位記を授与されまし
た。その後、成績優秀者４名、南信子賞２名の表彰が行われました。
　星野裕志教授による教員挨拶のあと、岩本涼太郎氏が在校生を代表し送辞を
述べ、芝原雄大氏が修了生を代表し答辞を述べました。村藤功専攻長の閉式の
辞の後、QBSアラムナイ
ネットワーク（QAN）の紹
介が行われ、キャップに
ガウン姿の修了生たちは
家族や教員との写真撮
影を行ないました。

　月曜～金曜の朝、エフエム福岡で放送されているラジオ番組
「QTPROモーニングビジネススクール」のライブ版として行われて
いる「九州大学×みぞえグループ　イブニングビジネススクール」
は今年で7年目を迎えました。ラジオでは8分間のコーナーです
が、イブニングビジネススクールでは1コマ50分の講義が2名の教
員によっておこなわれます。今年度は7月23日（火）三上聡美助教
「職場におけるコミュニケーション～伝えたいことを伝えるために
～」、岩﨑勇教授「稲盛和夫の哲学から学ぶビジネス・人生のヒ
ント」を皮切りとして、来年
1月まで毎月開催され、7
回行われる予定です。今
後の日程や詳細について
は、エフエム福岡のHPま
たは、QBSのHP・公式
Facebookをご覧ください。

　5月13日に開催された九州大学開学記念式典で、株式会社み
ぞえ様に対し、本学の久保総長から感謝状が贈呈されました。
同社には、平成28年度から継続的にご寄附を頂いており、これ
によって、QBS専任教員による出版『新たな事業価値の創造』の
実現や、エフエム福岡との公開講座『イブニングビジネススクー
ル』の継続的開催、その他、QBSの教育研究や社会連携、国際
交流事業が多面的に支えられています。
高田 仁（産学連携マネジメントビジネスにおける競争優位性特論）

　今春のICABEでは、急進する中国IT業界の実態を調査するべく、上海・南京にて企業
4社・大学1校を訪問しました。上海では、まずサイボウズ中国にて、現地法人立ち上げ経
緯や現地化への課題等を副社長から伺いました。同じく上海で、中国オンライン旅行予
約最大手のシートリップ（Trip.com）も訪問、シリコンバレーを彷彿とさせる巨大なオフィ
スと分析・管理設備に圧倒されました。南京では、南京大学と共に新開発エリアや江蘇
大美天第文化産業という、展覧会・博物館の展示デザイン・施工・管理を行う現地企業
を訪問し、地方活性化の成功モデルを見ることが出来ました。日本でのキャッシュレス化
に伴うオポチュニティに加え、IT×地方の可能性にも気付かされた有意義な旅でした。
 尾﨑 祐子（16期）

第2回アジア説明会を開催
　2019年3月9日（土）にアジア
説明会を大連新世界飯店（中
国・大連市）で開催しました。
QBS修了生の王豪さん（9期）
が設立したゆめ留学の協力
のもと、QBSのカリキュラムや
入試制度の説明、QBS修了
生によるQ&Aを実施しました。
さらに今回から海外での説明
会では初めての試みとして、模擬講義（「ビジネススクールで学ぶトヨタ生産方式」）を
実施、好評を得ました。会場には社会人を中心に約40名が参加、WeChatによるライ
ブストリーミング配信を200名余りが視聴するなど、盛況のうちに幕を閉じました。
　アジアでの新たな事業価値創造を目指すQBSは、多様な視点や問題意識、実
務経験を持つ人材をアジア各国から招きたいと考えています。昨年度から、日本
人、外国人を問わず、海外からは電子メールでの願書提出ならびにSkypeによる
面接を開始するなど、海外からの応募の利便性を図っています。多くの日本語人
材を輩出している大連を足掛かりに、今後は中国のみならず、台湾や東南アジア
などへもリクルート活動を広げていく予定です。
目代 武史（企業戦略、生産管理）　平野 琢（企業倫理、経営リスク・マネジメント）

第31回 ICABE 学生交流プロジェクト

九州大学×みぞえグループ
イブニングビジネススクール開催中！

株式会社みぞえ様に感謝状を贈呈


